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東京都江戸東京博物館 

 

 

企画展「玉 －古代を彩る至宝－」の開催 

 
１．発表概要 

 

古代歴史文化にゆかりの深い兵庫県を含む１４県は個々の地域研究だけでは見え

にくかった日本の古代史全体の大きな流れを解明するために古代歴史文化協議会（会

長：島根県知事 溝口善兵衛）を平成２６年度に設立し、以後３年半にわたり「古墳

時代の玉類」をテーマに調査研究をおこなってまいりました。 

このたび、その研究成果を発表する展覧会を次のとおり東京都江戸東京博物館で開

催いたしますので、開会行事へのご出席とともに、広くご周知いただきますようお願

いいたします。 

なお、１４もの県が連携して調査研究を進め、展覧会を開催するのは過去に例のな

い初めての試みとなります。 

古代歴史文化協議会 

※構成 14 県：埼玉県、石川県、福井県、三重県、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、 

島根県、岡山県、広島県、福岡県、佐賀県、宮崎県 

 

２．展覧会の概要 

(1) 会  場  東京都江戸東京博物館 ５階企画展示室（東京都墨田区横網 1-4-1） 

(2) 会  期  平成３０年１０月２３日（火）～１２月９日（日） ※月曜日休館 

(3) 主  催  東京都、東京都江戸東京博物館、 

古代歴史文化協議会（以下「協議会」という。） 

(4) 展覧会の内容 

 ・協議会の研究成果を中心に、古代の玉の歴史的意義をわかりやすく展示 

・協議会を構成する１４県から、各県を代表する玉類を出品、展示 

・国宝 1 件、重要文化財８件を含む計７４件（12,197 点）で構成 

(5) 料  金  東京都江戸東京博物館の常設展観覧料で観覧可能 

(6) 関連行事 

  毎週土曜日と日曜日に展示室内で各県の研究担当者による連続ミニ講座を開催 

（各県 1 回ずつ計 14 回：午後５時から 40 分間／回） 

兵庫県担当 展示解説：11月15日（木）～17日（土）  

ミニ講座：11月17日（土） 



３．展示構成と主な展示品 

 ＜展示構成＞ 

   第１章 玉の源流   

        旧石器時代末から出現した玉は、動物の牙や骨を素材としていました

が、縄文時代にはヒスイを加工し、弥生時代にはガラスをはじめ多彩な

材料となり、有力者の墓に納める風習が始まります。 

   第２章 玉作りの技術   

        北陸、山陰、関東では、玉に適した石材が豊富に産出され、加工技術

が発達しました。古墳時代には大和に大規模な工房がおかれ、量産体制

が整います。６世紀には出雲に集約され、唯一の生産地となります。 

   第３章 玉飾りの世界      

        古墳時代は最も玉が珍重された時代で、各地の古墳には玉で美しく飾

った有力者が葬られました。祭りの場でも神秘的な力をもつ玉が使われ

ました。 

 第４章 海を渡る玉 

日本で製作されたと考えられるヒスイ製勾玉が朝鮮半島の王陵から出

土するなど、玉は海を渡りました。一方、古墳時代には、中国や朝鮮半

島から運ばれた玉が日本でも使われました。 

 

①藤ノ木古墳（奈良県）出土「銀製鍍金
と き ん

空玉
うつろだま

」 

（国宝、文化庁蔵） 

 中が空洞になった銀製の玉に、金が鍍金されてい

る。 

 

 

 

 

②伝湯
ゆ

梨浜
り は ま

町（鳥取県）出土「子持
こ も ち

勾玉」 

（国指定重要文化財、鳥取県立博物館蔵） 

 大きな勾玉を二つ並べ、それぞれに、さらに小さ

な勾玉を貼り付けたような形に原石を削り出して

つくられている。 

 

 

 

③車駕之古址
し ゃ か の こ し

古墳（和歌山県）出土「金製勾玉」 

（和歌山市教育委員会蔵） 

 金で製作された勾玉で、当時の輝きをとどめてい

る。多様な勾玉の姿がうかがえる資料である。 

 

 



４．兵庫県内からの主な展示品 

  （調査研究については、兵庫県立考古博物館が担当） 

 

①下
しも

大谷
おおたに

１号墳（神戸市）出土「青銅製勾玉付頸

飾」一連（兵庫県立考古博物館蔵） 

青銅製の勾玉を中心に碧玉
へきぎょく

製管玉・ガラス製

小玉を組み合わせる。大刀等の武器が副葬され

ており、男性が身につけていたものと推定され

る。 

 

 

②住吉東古墳（神戸市）出土｢滑石製双孔
そうこう

円板
えんばん

・臼
うす

玉
だま

｣一括（神戸市教育委員会蔵） 

  柔らかい滑石を用いた玉で、棺を埋めた土の中や、古墳の盛土内から見つかって

いる。玉類が副葬品としてだけではなく、古墳築造時の祭祀にも使用されたことが

わかる希少な例である。 

 

③宮山古墳（姫路市）出土「金製垂飾
すいしょく

付
つき

耳飾」一対 

（国指定重要文化財、姫路市教育委員会蔵） 

  朝鮮半島系の特徴が多く認められる円墳から出

土した耳飾りである。水滴形をした板が、鎖によっ

て環から垂れ下がる。 

  精巧なつくりやデザインは朝鮮半島の技術で制

作されている。 

 

 

 

 

 

④伝福岡市周
す

船寺
せ ん じ

出土「ヒスイ製勾玉付金鎖
き ん さ

頸飾
くびかざり

」1連 

（国指定重要文化財、公益財団法人白鶴美

術館蔵） 

 日本国内で製作されたと考えられている

ヒスイ製勾玉が、朝鮮半島で頸飾りとして

仕立て直され、再び日本にもたらされた資

料である。朝鮮半島との双方向の交流を端

的に示す資料である。 



 
 
５．展覧会の開会行事（開会式・内覧会） 

(1) 会  場  東京都江戸東京博物館 ５階企画展示室（東京都墨田区横網 1-4-1） 

(2) 日  時  平成３０年１０月２２日（月） ※休館日、企画展開幕の前日 

午後２時より３時３０分まで （受付：午後１時３０分より） 

(3) 内  容 

 ・開会式（主催者あいさつ、来賓祝辞、テープカット） 

・内覧会（来賓向けおよび報道関係者向け） 

 

６．九州国立博物館での巡回展開催 

ほぼ同内容の展覧会を、九州国立博物館でも開催します。 

 (1) 名  称  文化交流展特集展示 「玉 －古代を彩る至宝－」 

(2) 会  場  九州国立博物館 文化交流展示室（福岡県太宰府市石坂 4 丁目 7-2） 

(3) 会  期  平成３１年１月１日（火）～２月２４日（日） 

(4) 内  容  江戸東京博物館会場の作品から、国宝・重要文化財を除いたもの 

 
７．研究成果図書の刊行 

(1) 書  名  「玉 －古代を彩る至宝－」 

(2) 編  集  古代歴史文化協議会 

(3) 仕  様  Ａ５判、フルカラー、本文２２９ページ 

(4) 刊行頒布  一般書店等で入手可能。頒価 1,800 円（税別） 






